
温度計における精度と確度の違いについて 

 

精度： 

精度は複数回の計測値の間での互のばらつきの小ささの尺度です。 

温度計では温度分解能を精度と言います。 

サーミスタでは温度により抵抗値が変化しますので、同じ抵抗値であれば同じ温度を示

す最小の温度の変動幅を精度といいます。 

確度： 

計測した温度が真の温度と最大限違っている誤差を確度と言います。 

例えばＲ－Ｔ情報付温度センサーで計測した温度が３０．０００℃とした場合 

ＬＴ－２００の確度は±０．０１℃なので、真の温度は２９．９９０～３０．０１０℃

の範囲にある事を言います。 

確度の裏付けデータ： 

標準温度計         ２ｍＫの確かさで校正 

恒温槽の安定度       ３０秒間のＳＤが５／１００００以下で校正作業 

ＬＴ－２００の精度     １ｋ～１５ｋΩで２００ｃｈを温度変換して 

              全ｃｈ全抵抗値範囲で理論値と比べ±０．００３℃以内 

 

 注）２Ｔ－０２が低電力で校正されているのは熱容量が小さく自己発熱による誤差を 

少なくするためです 

低電力でない計測条件での校正もお引き受けいたします。 

 

 

 

 

温度計測の確度 

確度のための環境温度 ２３±５℃ 

確度のための抵抗範囲 １ｋ～１５ｋΩ 

指示計器（LT-200）の精度 ±０．００１℃ 

指示計器（LT-200）の確度 ±０．００５℃ 

Ｒ－Ｔ情報付温度センサーと 

組み合わせた時の確度 

±０．０１℃（１０～５０℃の範囲） 

２ｋ～１０ｋΩ（２５℃）サーミスタ使用時 

確度の得られる温度センサー 

（低電力でない条件で校正） 

２Ｎ－０１、２Ｎ－０２、２Ｎ－００、２Ｎ－１２ 

２Ｙ－０１、２Ｙ－０２、２Ｔ－０１ 

確度の得られる温度センサー 

（低電力で校正）（注） 

２Ｔ－０２ 



上記確度が得られないセンサー 

 

１．耳栓型センサー（２Ｎ－１３）は形状と構造の関係で校正を行う事ができません。 

このため確度はなく互換精度±０．１℃（３０～４０℃の範囲）になります。 

抵抗値と温度の関係をセンサーに記憶していますのでＲ－Ｔ付きセンサーとして使用

できます。 

 

２．直腸温センサー（２Ｎ－１１）は１０～５０℃まで校正してありますが、抵抗値が大

きいため確度は１０℃で±０．０４℃、２０℃で±０．０３℃、３０℃で±０．０２℃、

４０～５０℃で±０．０１℃になります。 

 

大気中での計測の注意事項 

気温や耳栓型の計測では熱の移動量が少ないため計測周期を１０秒以上に長くして下さい。 

短い計測周期の場合は自己発熱を防ぐため低電力で計測して下さい。 

 

熱容量の小さいセンサーの注意事項 

ごく小さいサーミスタで熱容量が少ないセンサーでは計測で加える電力が無視できません。

計測周期に反比例して誤差が生じます、しかし熱容量や熱的な結合状態の違いからセンサ

ー個々に発生する誤差は違います。 

このようなセンサーでは低電力でかつ計測周期を限定して校正することをお勧めします。 

校正方法についてはご相談ください。 
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